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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

階段を ３ 段飛ばしで成長する時もあれば、成長
の気配がなく立ち止まっているかのように見える
時もある、それが男子の成長の特徴です。そこを、
絶妙のタイミングでアドバイスする、見守る、時
には見送る。長年検証し先駆的に積み上げてきた
信頼の男子教育を実践しています。

今年で50回目を迎える文化祭「けやき祭」は、
中高合同で行われ、企画・準備・実行を生徒自ら

行います。本部実行委員長は高校 ２ 年生で、 １ 年
前から準備を始めています。各クラスでの個性豊
かな出し物や、本部実行委員の企画は、来校者に
好評です。高校生だけでなく、中学生の研究発表、
演劇など手の込んだ企画も満載です。

クラブ活動は、中学：運動系 9 、文化系 9 部。
ラグビー部が２0１5年、２0１8年、２0１9年県大会優勝。
高校：運動系１5、文化系 9 クラブ。ソフトテニス
部が関東大会・全国大会で活躍、美術部が各種コ
ンクールで上位入賞。和太鼓「欅

けやき

」は、男子校な
らではの力強い楽曲を演奏し、２0２4年、通算１5回
目の全国大会出場を果たしました。

生活指導・心の教育

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.k-josai.ed.jp
　　　　創立者の新藤富五郎は、戦後の日本は「物
質文明を求めることを急いだあまり、人間生活の
根幹である精神文化の育成がおろそかになった」
と憂え、新しい学校の設立を決意しました。昭和
47年（１97２）、環境秀抜な川越の地に高校を開校、
中学校は平成 4 年（１99２）に併設されました。

校是の「報恩感謝」は、新藤富五郎が定めたも
のです。画一的な教育を避け、個人の特性を見つ
け、精神的に豊かな人間の育成を目指しました。
その流れをくむ現在の教育方針は、「心豊かな人
間の育成」と「個性・学力の伸長」です。

学業とクラブ活動の両立を目指して入学してく
る生徒がほとんどで、高校 １ 年のクラブ活動の加
入率は１00％に近く、個性豊かで志の高い生徒が
多いです。教員と生徒の距離の近さも特徴的でと
ても質問しやすい雰囲気になっています。

生徒にキャリアデザインを意識させながら、進
路指導を行っています。中学では、中高一貫のカ
リキュラムのもと、主要教科の授業時間を多く配
当しており、 ２ 年次では、各教科とも中学の学習
内容の完成を目指し、 ３ 年次には主要 5 教科で、
高校の先取り学習を実施しています。高校は、難
関国公立大の受験に充分対応できる学力養成を目
標に、全方位型のカリキュラムになっています。

高校から入学する生徒は、特別選抜・特進・進
学の ３ コースに分かれます。特別選抜コースでは、

週 ３ 回の 7 時間授業などの特別カリキュラムで最
難関大学への現役合格を目指します。特進コース
では、難関国公立と難関私立大学の受験に対応で
きるカリキュラムになっています。進学コースで
は、基礎学力の向上を重視し、個々の生徒に対応
したきめ細かな指導により、難関私立大学への現
役合格を目指します。

３ 年次では、中高一貫生も高校から入学の生徒
も、受験科目中心のコース選択制（１4コース）を
導入し、大学受験に的を絞った指導を徹底してい
ます。放課後には、希望者を対象に課外講習を実
施するほか、夏・冬期休暇中にも講習会を開講す
るなど、課外授業は非常に充実しています。

中学 ３ 年の ３ 学期に、特別選抜クラスは 5 週間
のターム留学、総合一貫クラスは ２ 週間の短期海
外研修を行います。高校では希望者に対して、 １
年の夏期休暇中に実施する ２ 週間の短期留学プロ
グラムと、 １ 年の ３ 学期に出発する中長期留学プ
ログラム（ ３ カ月・ ６ カ月・１２カ月)が用意され
ています。留学先は中学・高校ともオーストラリ
アのアデレードです。

色々な施設とすべてのグラウンドが同じ敷地内
にまとまっているオールインワンの学校で、生徒
が安心して、クラブ活動と学業に取り組める教育
環境が整っています。サッカー場、野球場などは
中学、高校別々にあります。また、大学並みの理
科室など設備は充実しています。校内を流れる古
川の近くにある「生物多様性実験池」はユニーク。

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

国際教育

環境・施設設備
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中 学 校
城西大学付属川越高等学校

〒350 – 0822　埼玉県川越市山田東町1042　☎049 – 224 – 5665　学校長　渡辺　聡

■2025年度入試日程
　　　　　帰国は１/１0（総合 １ 回と同日程）
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日

特別選抜 １ 回  約２5 １２/１２〜１/9 １/１0午後 １/１0 ２/６
　　　　 ２ 回 １２/１２〜１/１0 １/１１ １/１１ ２/６
総合一貫 １ 回  １２/１２〜１/9 １/１0 １/１0 ２/６
　　　※ ２ 回  約６0 １２/１２〜１/１0 １/１１午後 １/１１ ２/６
　　　　 ３ 回 １２/１２〜１/１7 １/１8 １/１8 ２/６
　　　※ 4 回 １２/１２〜２/4 ２/5 ２/5 ２/8
※総合 ２ ・ 4 回は標準学力重視型入試
　　　　　　＊併願①と帰国併願は３/６まで延納あり
募集人員 出願期間 試験日 発表日手続締切日

単願 １２/２5〜１/１5 １/２２か１/２３ １/２5 １/３0
併願 ① 　特選約40 １２/２5〜１/１5 １/２２か１/２３ １/２5 ２/１8*
併願 ② 　特進約80 １/２６〜２/１ ２/5 ２/5 ２/１8
帰国　　　進学約40 １２/２5〜１/１5 １/２２ １/２5 単１/３0併２/１8*
単願入試は校長推薦または自己推薦
■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　
特別選抜 1回： ２ 科　 2 回： ２ 科か 4 科　総合一
貫 1・3回： ２ 科か 4 科　 2・4 回：２ 科　帰国：
２ 科と面接
〈配点・時間〉国・算＝各１00点50分　理・社＝
各50点計50分　〈面接〉帰国のみ
　　　　　　
調査書・学科試験（国語・数学・英語各１00点50分）・
推薦書または自己推薦書（単願のみ）・面接（併
願②・帰国のみ）の総合判定
〈面接〉併願②・帰国のみ　生徒個人　参考
■2024年春併設大学への進学（付属校推薦）
日本医療科学大学－進学者なし
城西大学－ 5 （経済 ３ 、現代政策 １ 、薬 １ ）

■指定校推薦枠のある主な大学
早稲田大　東京理科大　明治大　中央大など
■2024年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
176人 １６7人 0 人 ２ 人 0 人 0 人 7 人
■2024年度入試結果
　　　　　特選はスライド合格あり
募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

特選 １ 回　　約２5 １50 １47 48 ３.１
２ 回　　 １３9 １07 ６5 １.６

総合 １ 回　　　　 １79 １7６ １３4 １.３
　　 ２ 回　　約６0 １75 8３ 7１ １.２

３ 回　　 7２ １5 7 ２.１
4 回　　 ３0 4 ２ ２.0

　　　　　　帰国生入試あり
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

単願 約１85 １59 １5１ １47 １.0
併願 ３２１ ３１３ ３08 １.0
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データファイル

学校説明会　要予約
★中学校　9/２２　１0/６　１１/２　１２/7
オープンスクール　9/２２　１0/６
問題解説学習会　１１/２２（オンライン配信）
入試相談会　１１/３0　１２/7
★高等学校　9/２8　１0/２６　１１/１4　１１/３0　１２/１4
オープンスクール　１１/１4  
問題解説学習会　１１/１4（オンライン配信）
個別相談会　9/２8　１0/１２　１0/２６　１１/１4　１１/３0 
１２/１4　１２/２１　１２/２２　１２/２4
見学できる行事　
文化祭　9/7・9/8（入試相談会あり・要予約）


